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案件名 「藤枝市文化財保存活用地域計画」（案）

「藤枝市文化財保存活用地域計画」（案）に対し、ご意見をいただきありがとうございまし
た。
提出された意見の内容（要約）及び意見に対する市の考え方は次のとおりです。

パブリックコメントの結果

文化財課

（１）意見提出者の数　　　　　　　 7

（２）提出された意見の数　　　　　 14

意見の反映状況

（１）反映した意見　　　　　　　　　 9

（２）既に盛り込み済みの意見　　　　　　3

（３）今後の参考とする意見　　　　　 2

（４）反映できない意見　　　　　　　 0

（５）その他（質問含む）　　　　　　 0

意見の反映状況一覧

№ 意見の内容 市の考え方 反映結果

1

P22で、志太郡と益津郡につい
て、益津郡がなくなり志太郡と
なったことを入れた方がよい。

P22、4行目「２町９村が成立しま
す。」の次に、「明治29年（1896）
には、志太と益津の2郡が合併し志太郡
となります。」を追記します。

反映した意見

2

P22で、広幡村の一部（越後
島）は焼津市に合併したことを
記した方がよい。

P22、7行目「広幡村」の次に、「（一
部は焼津市に合併）」を追記します。
図１－７の「越後島」の記載を削除し
ます。

反映した意見

3

P36・P68 の川根電力索道は、
荷物を運ぶリフト形式の運搬装
置であり、「ケーブルカー」で
はどのようなものか想像しにく
い。

P36、２行目「ケーブルカー」を「荷
物運搬用リフト」に、P68、21行目
「ケーブル、川根電力索道」を「川根
電力索道（荷物運搬用リフト）」に修
正します。

反映した意見

4

P67では、市指定文化財として
の「飽波神社大祭の奉納踊り」
だけでなく、多くの市民が参加
する祭り文化として「藤枝大祭
り」を保存活用すべき文化資源
として記載してほしい。

飽波神社大祭の奉納踊りは「藤枝大祭
り」の中で行われる一体の行事である
ことから、本市を代表する観光行事で
もある藤枝大祭りも本計画に記載すべ
き伝統行事であると考えます。
P67、17行目「町衆の祭りが伝承され
たものです。」を「町衆の祭りが伝承
されたもので「藤枝大祭り」として継
承される祭礼行事です。」に修正しま
す。
P91、表6-4の【措置】№53（P95に
再掲）は、「飽波神社大祭の奉納踊り
を」の次に、「含む「藤枝大祭り」
を」を追記します。

反映した意見



5

第6章 基本方針１【措置】№9
資料の収蔵スペースには限りが
あるので、将来的な活用の見込
みにより収蔵資料の見直しが必
要ではないか。

P82、表6-1の【措置】№9の文末に、
「また、資料の重要度や活用の見込み
に応じた見直しを行い、限られた収蔵
スペースの有効活用を図る。」を追記
します。

反映した意見

6

第6章 基本方針１【措置】№10
発掘調査で出土した土器など埋
蔵文化財のための収蔵・研究施
設は郷土博物館が兼ねている
が、専用の施設が必要ではない
か。廃止される施設を利用する
など検討すべきではないか。

P82、表6-1の【措置】№10の文末
に、「また、埋蔵文化財専用の施設の
設置に向けた検討を行う。」を追記し
ます。

反映した意見

7

第6章 基本方針２【措置】№24
田中城保存整備基本構想は昭和
61年の策定と古いため、30年
以上前の計画を見直すのではな
く、「新整備計画」を策定して
はどうか。

P85、表6-2の【措置】№24の文末
は、「の見直しを行う。」を「を検証
し、新たな整備計画の策定を検討す
る。」に修正します。

反映した意見

8

郷土博物館には展示物が時代別
にわかりやすく展示されており
身近に歴史を知ることができる
が、地元の人は藤枝の歴史に関
心が薄いように感じる。文化財
に関わる人材を増やし、活用の
活動を盛り上げるためには、藤
枝宿の歴史講座、案内ボラン
ティア活動の充実、出前講座、
小学生への歴史講座、史跡の標
識の整備、などでまずは地元の
歴史を知ってもらいたい。

P86、第6章　基本方針３で文化財に関
わる人材を増やすための措置（取組）
について記載しております。引続き、
講座の開催、案内ボランティア活動の
充実などにより、より多くの市民に地
域の歴史文化への関心を高めてもらえ
るよう取組を進めてまいります。

既に盛り込み
済みの意見

9

Ｐ89で、第6章 基本方針４で記
載する【方針④】の「観光との
連携」において、連携先として
「関係団体等」の記載だけでな
く、「観光関連事業者」と入れ
てほしい。

第6章　基本方針４　【方針】④の、
P90の１行目は、「関係団体等」を
「保存会や観光関連事業者等の関係団
体」に修正します。

反映した意見

10

文化財をもっと知ってもらい、
活用してもらえるイベントを開
催するとよい。コロナで、あま
り遠出できない、今こその企画
があると思う。

第6章の基本方針４で、観光などの関連
部局と連携したイベントや歴史文化施
設でのイベント等の開催について記載
しています。今後とも話題性のあるイ
ベントなどを開催することで、歴史文
化資産の情報発信の取組を進めてまい
ります。

既に盛り込み
済みの意見
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11

第6章 基本方針４【措置】№50
常設展示は、博物館の顔であり
本市の歴史文化を発信するうえ
で基本であるが、昭和62年の開
館以来32年経過しており、リ
ニューアルして市民に最新の成
果を提供することは教育施設で
もある博物館の役割である。最
優先で取り組むべき課題ではな
いか。

P90、表6-4の【措置】№50に、博物
館常設展示の充実とリニューアルとし
て記載しております。

既に盛り込み
済みの意見

12

第7章　関連文化財群１【措置】
№72東海道松並木維持管理事業
は、個々の樹木の維持管理をす
るだけでなく、危険木として伐
採した場合は、その後に苗木を
植え補植するなど並木として維
持するという新たな発想をして
はどうか（江戸時代もそうして
維持していた）。

P95、表7-2の【措置】№72の東海道
松並木維持管理事業について、並木景
観維持のための補植は、県の道・市
道・公園など松並木の所在場所により
それぞれの管理者との協議や、近隣住
民の意向との調整のうえ、実施の可能
性について検討してまいります。

今後の参考と
する意見

13

全体的な流れとしては良くまと
まっている。写真が全体的に小
さいので、できるところは大き
くしてはどうか。

レイアウト上、可能なページについて
は、写真が大きくなるよう編集を工夫
いたします。

反映した意見

意志決定後の計画、策定案の内容

資料
「藤枝市文化財保存活用地域計画」（案）

14

市博物館には、化石や地質など
有史以前の展示がなく、市民に
発信できていない。化石発見の
感動を子どもたちに体験させる
ことで、人材育成や次世代への
継承につながるのではないか。

市博物館は歴史博物館であるため、常
設展示では人の営みがみられる時代か
らを取り扱っており、有史以前につい
ては地質や地形を少し紹介するのみと
なっています。自然史の分野において
は、専門家や関連団体など様々な人材
と連携して、計画で目指す姿が実現で
きるよう検討してまいります。

今後の参考と
する意見

意見公表場所
市ホームページ・文化財課（郷土博物館・文学館）・
市役所行政情報コーナー・文化センター・
岡部支所・各地区交流センター

担　　当　　課

藤枝市スポーツ文化観光部文化財課文化財係　（担当者　岩木）

電　　　話 ０５４－６４５－１１００

電子メール bunkazai@city.fujieda.shizuoka.jp


